
・ キノコ由来の生体調節物質に関する生物有機化学的研究
・ キノコ由来のレクチンに関する生化学的研究

・ 機能性物質の単離・精製
・ 機能性物質の構造決定

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : キノコ、菌糸、培養濾液、植物成長促進長活性

■ その他の研究紹介
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キノコが作物を育てる？！

グリーン科学技術研究所
教授

河岸 洋和

菌糸体を液体培養し、その抽出物からシバの成長に影響を与える物質、2‐azahypoxanthine（AHX）を活性物質
として得ることに成功した。この化合物が天然から単離されたのは初めてであった。得られたAHXは、シバだけで

はなく調べた全ての植物の成長を制御した（シバ、レタス、アスパラガス、コマツナ、シロイヌナズナ、イネなど）。
様々な検討の結果、この物質の作用機構は既知の植物ホルモンとは異なっていた。

・特筆すべき研究ポイント：
これまで未知の植物成長調節物質
多くの植物に活性
・新規研究要素：
「フェアリーリング」の原因を初めて分子レベルで解明
新たなメカニズムによる植物成長制御
農業における利用に期待
・従来技術との差別化要素・優位性：
現時点においても既知の植物ホルモンと同程度のコストで製造可能
・特許等出願状況：

公開番号 US特許番号 8809328B2
名称 IMIDAZOLE DERIVATIVE

出願人 国立大学法人静岡大学
発明者 河岸洋和，崔 宰熏

様々な植物の生育を制御

１）主な専門分野
食品栄養化学

・機能性食品の開発

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 食物繊維、レジスタントスターチ、グリセミックインデックス、体脂肪

■ その他の研究紹介
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難消化性糖類の栄養生理機能に関わる研究

学術院農学領域
応用生物化学系列

教授

森田 達也

近年、過敏性大腸炎に代表される炎症性大腸疾患は増加の一途を辿っています。これらの予防・治療におけ
るレジスタントスターチ、イヌリン型フルクタンの摂取効果を動物実験において、腸管バリア機能、腸管免疫の観
点から評価しています。具体的には、腸管ムチン、IgA分泌および腸管エンドトキシンプールからの病態を解析し
ます。

食物繊維の生理効果に代表される腸内環境効果（消化管内容物移動速度、腸内細菌叢、短鎖脂肪酸の測定
など）や生活習慣病に対応する糖質・脂質代謝異常の解析も併せて行っています。

・特筆すべき研究ポイント：

上記の炎症性大腸疾患は、一旦、治療しても再発を繰り返す傾向がありますが、この一因には腸管バリア機
能、腸管免疫の撹乱が関与すると考えられています。現在、取り組んでいる評価系の特徴は、発症予防のみな
らず再発の予防に焦点を当てていることです。

・特許等出願状況：
これまでの研究結果から、以下の特許を取得、または出願中です。
１）特許第3494320号 潰瘍性大腸炎抑制組成物
２）特願2007‐135818 炎症性腸疾患を予防するための飲食品組成物

特徴ある食品素材 商品コンセプト
1) イメージ商品
2) 特定保健用食品

試験計画
1) 基礎研究（単年度）
2) 前臨床試験（複数年）

用途特許の出願、論文化
臨床試験のデザイン
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